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論 文 内 容 要 旨
背 景 と 目 的





宮城県 仙台市宮城 野区鶴 ヶ谷地 区の70歳以上 の高齢者1,179名に対 して 「寝 た き り予防健診」
を行 いま した。本研 究 はそれに引き続 き体力低下高 齢者 に対 す る転倒予 防教室参 加者 を対象 とし
た教 室開始前体力 評価結 果を分 析 した横断研究 であ る。対 象者 は運動機 能低下 が認 め られ た414
名(全 体 の35.1%)のうち,教 室開始 前体力測 定 に参 加 した83名で あ った。
ア ンケ ー ト調査 は既 往歴19項 目,認 知機能検 査,自 己評価式 抑 うつ尺度,薬 剤情報,過 去6
ヶ月以 内の転倒経験 の有無 につ いて質 問を行 った。 フ ォー ス ・プ レー ト上,左 右 方向へ腕 を最大
限伸 ば した距離(側 方 リーチ)を 計測 した同時 に側 方足圧 中心 移動距離 を測定 した。 側方 リーチ
と足 圧 中心移 動距 離 との関連 につ いて は,Pearsonの相関 係数 を求 めた。 また側 方 リー チと転
倒 の有無 との関連 につ いては,側 方 リー チ値 の二分 位 に対す る転倒 のオ ッズ比 と95%信頼 区間
を多 重 ロ ジス テ ィ ック回帰分 析 によ り求 めた。p<0.05を統 計学 的有意水準 と した。 全て の統計
解析 には,StatisticalAnalysisSystem(SAS)Version9.1(SASInstituteInc,CaryNC,
USA)を 用 いて行 った。
結 果
左,右 側 方 リー チ と同 側 の 足 圧 中 心 移 動距 離 との 間 に は高 い相 関(r=O.57～O.70,p<0.0001)
が見 られ た。 側 方 リー チ の左 右 の和 と足 圧 中 心 移 動 距 離 の左 右 の 和 との 間 に も高 い相 関(r=0.62,
p<0.0001)が見 られ た側 方 リー チ値 が30.1cm以下 の人 は30.1cmよ り大 きい 人 の転 倒 オ ッズ 比




側方 リー チテ ス トは側方バ ラ ンスの簡便 な評価 方法 と して有用 であ る。 転倒の発生 は側方 リー
チと関連 してお り,側 方 リーチテス トは転倒 リス ク検 出を役 に立つ臨床測定 方法 であ ることが示
唆 され た。
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審 査 結 果 の 要 旨
高齢者 の転倒 は前方 向だけではな く,側 方への不安定性 も関与す るこ とに着 目 し,地 域高齢者
の横方 向へ の不 安定性指標 としての側 方 リーチ と側方足圧 中心移動距 離 お よび転倒 との関連 を明
らか にす る ことを 目的 とした実用性 の高い研究で あ る。
身体 機能 の低下 が み られた70歳以上地 域高齢 者83名 に対 して床 反力 計上 で側方足 圧 中心移動
距離 を測定 し,同 時 に側 方 リーチを測定 した。 自己申告 による転倒数 も調 べ た。
その結 果,左 右側 方 リーチ と同側 の足圧 中心 移動距離 との間 には高 い相 関(r=O,57～0.70,
p〈0.0001)が見 られ た。 側方 リーチの左右 の和 と足圧 中心 移動距 離 の左右 の和 との間 に も高 い
相 関(r=0.62,p<0.0001)が見 られた。 側方 リーチ が30.1cm以下 の 人 は30.1cmより大 きい
人 の転倒 オ ッズ比 が4.15(95%信頼区間=1.31～15.95,pく0.05)であ った。 さ らに,年 齢,性
別,身 長 に よ り補正 した転倒 のオ ッズ比 は4.08(95%信頼 区間=1.11～18.05,p<0.05)であ っ
た。
側 方 リー チテス トは側方バ ラ ンスの簡便 な評価 方法 であ る。本研究 は転倒 の発生 が側方 リーチ
と関連 して い ることを初 めて示 した。 さらに側方 リーチテ ス トは転倒 リス クの評価 に有用なバ ラ
ンス評価 手段 であ る ことが示唆 された実用性 の高 い研究 で ある。
よ って,本 論 文 は博士(医 学)の 学位論 文 と して合格 と認 める。
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